
2026 年度（令和 8 年度）研究業績「学会発表」 

 

1. Anna Yoneyama, Tekehiro Kodama, Naoki Fujita, Jotaro Mikami, Teppei Okamoto, Hayato 

Yamamoto, Atsushi Imai, Shingo Hatakeyama【演題名】医師-患者間における抗癌剤への価値

観差を可視化する試み：抗癌剤治療効果を金銭的感覚に置換することによるアンケート研究

【学会・研究会名】第 113 回日本泌尿器科学会総会（JUA2026）【開催場所】京都市：国立京

都国際会館【開催期間】2026 年(令和 8 年)4 月 23-26 日【発表形式】口演 

2. 三浦 知、齋藤久夫、鈴木唯司【演題名】I-HDF 導入患者の炎症性マーカーと Alb の経過観

察(第 2 報)【学会・研究会名】第 36 回日本臨床工学会【開催場所】福岡市：福岡国際会議場・

マリンメッセ B 館【開催期間】2026 年(令和 8 年)5 月 16-17 日 

3. 小湊純史【演題名】エコーガイド下穿刺に新たな視点＜スマートグラスエコー＞【学会・研究

会名】第 36 回日本臨床工学会【開催場所】福岡市：福岡国際会議場・マリンメッセ B 館【開

催期間】2026 年(令和 8 年)5 月 16-17 日 

4. 坪井 滋 1、佐藤美紗季 1、鈴木唯司 1、大山 力 2、畠山真吾 3【演題名】過剰分泌されたヘ

プシジンの活性を阻害するペプチドの同定【学会・研究会名】第 92 回日本生化学会東北支部

例会・シンポジウム【開催場所】弘前市：弘前大学文京町キャンパス  50 周年記念会館【開催

期間】2026 年(令和 8 年)5 月 29-30 日【発表形式】口演【所属】1（公益財団法人）鷹揚郷腎

研究所・癌免疫細胞生物学研究部、2 弘前大院・医学・先進移植再生医学、３弘前大院・医学・

泌尿器科学 

5. 兎澤淳子、白戸唆智恵、福井智美、赤石佐知子、鈴木唯司【演題名】HD 患者の C 型肝炎の受

け止め方について【学会・研究会名】第 49 回青森人工透析研究会【開催場所】青森市：リン

クモア平安閣市民ホール【開催期間】2026 年(令和 8 年)6 月 7 日【発表形式】口演 

6. 岡本亜希子、小川稜貴、坂尾美樹、一山貴希、米山安那、三浦日花里、富樫 赳、佐藤天童、

村澤洋美、齋藤久夫、鈴木唯司【演題名】当院での DCB(Drug-Coated Balloon)の使用経験【学

会・研究会名】第 49 回青森人工透析研究会【開催場所】青森市：リンクモア平安閣市民ホー

ル【開催期間】2026 年(令和 8 年)6 月 7 日【発表形式】口演 

7. 米山安那、村澤洋美、坂尾美樹、三浦日花里、富樫 赳、岡本亜希子、齋藤久夫、鈴木唯司【演

題名】硬膜下血腫との鑑別を要した腎癌頭蓋骨転移の一例【学会・研究会名】第 49 回青森人

工透析研究会【開催場所】青森市：リンクモア平安閣市民ホール【開催期間】2026 年(令和 8

年)6 月 7 日【発表形式】口演 

8. 高橋佳大、小湊純史、新田良輔、大村 誠、吉川和暁、鈴木唯司【演題名】HVSI モニタを用

いた AVF 狭窄評価の有用性に関する検討－聴診所見の定量化を目指して－【学会・研究会名】

第 49 回青森人工透析研究会【開催場所】青森市：リンクモア平安閣市民ホール【開催期間】

2026 年(令和 8 年)6 月 7 日【発表形式】口演 

9. 白石光代、工藤奈奈、長南志保、田村美香子、加藤千順、吉川和暁【演題名】胃瘻造設後、経

口摂取可能となり ADL 拡大がみられた血液透析患者が自宅退院できた症例【学会・研究会名】

第 49 回青森人工透析研究会【開催場所】青森市：リンクモア平安閣市民ホール【開催期間】

2026 年(令和 8 年)6 月 7 日【発表形式】口演 

10. 福井幸佳、成田瑞子、奥山篤史、石岡正人、小笠原千鶴子、吉川和暁、鈴木唯司【演題名】Deep 

Learning を用いた腹部大動脈石灰化体積測定の検討【学会・研究会名】第 49 回青森人工透析
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研究会【開催場所】青森市：リンクモア平安閣市民ホール【開催期間】2026 年(令和 8 年)6 月

7 日【発表形式】口演 

11. 成田陸斗、村上雅哉、清水目純一、吉川和暁、鈴木唯司【演題名】在宅復帰困難な透析患者の

退院支援について【学会・研究会名】第 49 回青森人工透析研究会【開催場所】青森市：リン

クモア平安閣市民ホール【開催期間】2026 年(令和 8 年)6 月 7 日【発表形式】口演 

12. 細越正吾、田中芳美、杉山尚樹、髙島 徹、土橋伸行、高橋伸也、吉川和暁、大山 力、鈴木

唯司【演題名】当院におけるリン管理の現状【学会・研究会名】第 49 回青森人工透析研究会

【開催場所】青森市：リンクモア平安閣市民ホール【開催期間】2026 年(令和 8 年)6 月 7 日

【発表形式】口演 

13. 村澤洋美、坂尾美樹、米山安那、三浦日花里、富樫 赳、岡本亜希子、齋藤久夫、鈴木唯司【演

題名】プロトンポンプ阻害薬により汎血球減少をきたした一例【学会・研究会名】第 71 回日

本透析医学会学術集会・総会【開催場所】神戸市：神戸ポートピアホテル・神戸国際会議場・

神戸国際展示場・ワールド記念ホール【開催期間】2026 年(令和 8 年)6 月 19-21 日【発表形

式】ポスター 

14. 三上利恵、駒谷留美子、内山寿美、田澤綾子、赤石佐知子、鈴木唯司【演題名】当病棟におけ

る身体拘束最小化に向けての看護師の意識調査【学会・研究会名】第 71 回日本透析医学会学

術集会・総会【開催場所】神戸市：神戸ポートピアホテル・神戸国際会議場・神戸国際展示場・

ワールド記念ホール【開催期間】2026 年(令和 8 年)6 月 19-21 日【発表形式】ポスター 

15. 蔦谷知佳子、大沢 弘、齋藤久夫、鈴木唯司【演題名】Fetuin-A の低値持続と生命予後との関

連【学会・研究会名】第 71 回日本透析医学会学術集会・総会【開催場所】神戸市：神戸ポー

トピアホテル・神戸国際会議場・神戸国際展示場・ワールド記念ホール【開催期間】2026 年

(令和 8 年)6 月 19-21 日【発表形式】ポスター 

16. 三浦日花里、齋藤久夫、岡本亜希子、村澤洋美、佐藤天童、畠山真吾【演題名】右内シャント

瘤切除手術を契機に発見された右上腕悪性軟部腫瘍の一例【学会・研究会名】第 71 回日本透

析医学会学術集会・総会【開催場所】神戸市：神戸ポートピアホテル・神戸国際会議場・神戸

国際展示場・ワールド記念ホール【開催期間】2026 年(令和 8 年)6 月 19-21 日【発表形式】ポ

スター 

17. 新田良輔【演題名】Bluetooth 式電子聴診器「KIKU-KIT」を使ったシャント管理【学会・研

究会名】第 71 回日本透析医学会学術集会・総会【開催場所】神戸市：神戸ポートピアホテル・

神戸国際会議場・神戸国際展示場・ワールド記念ホール【開催期間】2026 年(令和 8 年)6 月

19-21 日【発表形式】ポスター 

18. 佐藤真樹子、橋本清子【演題名】当院における初めての HIV 患者の透析受け入れ経験【学会・

研究会名】第 71 回日本透析医学会学術集会・総会【開催場所】神戸市：神戸ポートピアホテ

ル・神戸国際会議場・神戸国際展示場・ワールド記念ホール【開催期間】2026 年(令和 8 年)6

月 19-21 日【発表形式】ポスター 

19. 川﨑 忍【演題名】青森県における糖尿病理学療法の実態調査―糖尿病対策推進への現状と課

題ー【学会・研究会名】第 50 回青森県理学療法学術大会【開催場所】八戸市：八戸市総合保

健センター【開催期間】2026 年(令和 8 年)6 月 20-21 日【発表形式】口演 
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20. 細越正吾【演題名】Platelet-to-lymphocyte ratio is a useful biomarker to assess recurrence and 

mortality risks in patients with muscle-invasive bladder cancer who achieved a pathological 

complete response to neoadjuvant chemotherapy: A multicenter retrospective study【学会・研

究会名】23rd UAA Congress - Urological Association of Asia【開催場所】フィリピン・マニラ：

Manila Marriott Hotel【開催期間】2026 年(令和 8 年)9 月 3-6 日 

21. 安田牧子、高谷明子、赤石佐知子、鈴木唯司【演題名】手術中の医療者の会話に対する患者の

受け止めと不安の実態【学会・研究会名】第 52 回東北腎不全研究会学術集会【開催場所】新

潟市：朱鷺メッセ【開催期間】2026 年(令和 8 年)9 月 19-20 日【発表形式】ポスター 

22. 福士清澄、福崎崇大、有澤良昌、小野 猛、齋藤久夫、鈴木唯司【演題名】透析液供給装の供

給異常を頻回に経験して【学会・研究会名】第 52 回東北腎不全研究会学術集会【開催場所】

新潟市：朱鷺メッセ【開催期間】2026 年(令和 8 年)9 月 19-20 日【発表形式】ポスター 

23. 太田教子、畑中明子、小野由香、赤石佐知子、鈴木唯司【演題名】透析患者のかゆみ対策によ

る ADL の改善を目指して【学会・研究会名】第 52 回東北腎不全研究会学術集会【開催場所】

新潟市：朱鷺メッセ【開催期間】2026 年(令和 8 年)9 月 19-20 日【発表形式】ポスター 

24. 山谷金光、蔦谷知佳子、佐藤美紗季、齋藤久夫、鈴木唯司【演題名】血液透析患者（HDP）に

おける血中微量元素濃度と 5 年後までの生命予後への関与について【学会・研究会名】第 52

回東北腎不全研究会学術集会【開催場所】新潟市：朱鷺メッセ【開催期間】2026 年(令和 8 年)9

月 19-20 日【発表形式】ポスター 

25. 長濵志織美、白川留理子、藤田貴子、田村美香子、加藤千順、吉川和暁、鈴木唯司【演題名】

皮下トンネル感染を起こした PD 患者の一例【学会・研究会名】第 52 回東北腎不全研究会学

術集会【開催場所】新潟市：朱鷺メッセ【開催期間】2026 年(令和 8 年)9 月 19-20 日【発表形

式】ポスター 

26. 小湊純史 1)2）、高橋佳大 1)、新田良輔 1)、大村 誠 1)、𠮷川和暁 1)、鈴木唯司 1)2)【演題

名】臨床でのスマートグラス活用によるエコーガイド下穿刺の可能性【学会・研究会名】第 52

回東北腎不全研究会学術集会【開催場所】新潟市：朱鷺メッセ【開催期間】2026 年(令和 8 年)9

月 19-20 日【発表形式】口演【所属】1)鷹揚郷腎研究所青森病院、2)鷹揚郷腎研究所弘前病院 

 

（2026 年 9 月 24 日現在） 

以下余白 


